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国立障害者リハビリテーションセンター自立支援
局秩父学園には、保護指導職員養成所が附属されて
います。養成所は、昭和38年に開設され、養成部と
研修部の２部で構成されます。今年、養成部では48
期生17名を迎え、医療・福祉・教育現場において、知
的障害、発達障害のある児（者）の支援に携わる専
門職を１年間で養成していきます。

養成所の夏休みも終わり、１年間の養成所生活も
いよいよ後半にさしかかってきました。４月の入学
当初は、まだまだお互い遠慮し合っていましたが、
養成所生全員での寮生活を通し、共に過ごしている
と、家族のような温かい雰囲気になってきています。
くだらないことで笑いあったり、日本の福祉につい
て、自分たちの将来についてなど、真面目に話し合
ったりすることができる良い仲間たちです。

私たちは、秩父学園養成所で、知的障害者の支援
について学んでいます。授業では、具体的な支援方
法についてから、現在障害者が置かれている社会的
状況、歴史的背景など様々なことを、現場で活躍さ
れている各専門の先生方が教えて下さります。また、
１年間で計３ヶ月ほど行われる園内、園外実習では
障がい者施設や、児童相談所、福祉事務所などで実
際の現場に入り、現場を知ることで、就職した際に
すぐに役に立つような実践的な力を身につけていま
す。特に、園内実習では、一人の園生さんに付きっ
きりになり、試行錯誤しながらプランを立て実行し
ています。じっくりと、一人の園生さんに向き合う
ことができる１ヶ月間は、非常に貴重な時間であり、

自分の力になるものであると思い
ます。

他にも、秩父学園では、わかば

知的障害、発達障害の現場では、ご本人が自分自
身のニーズを上手く表現できないことがあります。
そのため、アセスメントを重ね、計画→実行→評価
を繰り返し、利用者のQOLの向上に寄与できる専門
性が求められます。その授業や実習、生活の一端を
ご紹介いたします。

秩父学園附属保護指導職員養成所紹介� 児童指導員科　清水あかね

祭や、夏祭り、レクレーション大会、クリスマス会
など、様々な園内イベントが開催されます。園内イ
ベントでは、養成所生による出し物の時間が設けら
れています。園生さんと一緒に楽しむということを
コンセプトに置いて、皆で意見を出し合い、発表内
容を自分達で考え、練習します。これは、養成所生
の団結力を高める、皆で達成感を味わうことができ
る、ということもありますが、園生の方々の特徴を
考えながら皆が楽しめるような出し物を考えるとい
う経験は、就職した際にも役にたつものであるでし
ょう。

養成所の交流としては、同じ国立の養成所である
武蔵野学院との交流会が年２回開催され、お互いの
養成所を訪問しあっています。武蔵野学院では少年
非行について、秩父学園では知的障害についてと、
学んでいることは異なるものです。しかし、お互い
で情報を交換し合ってみると、全く異なる部分があ
ったり、両者で共通した部分があるということが知
ることができました。このような機会は、お互いの
分野について学ぶことができる良い機会となってお
り、他分野、他職種の理解を深めるということに繋
がっていると思います。

狭い分野に精通していても、周りのことが見えず、
多角的に物事を考えることができなければ、面白み

〔学院情報〕

養成部門の紹介③
秩父学園附属保護指導職員養成所
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のない職員になってしまうでしょう。養成所では実
習などを通して具体的な支援方法などを知り、徹底
して利用者と向き合うことを学びます。また、授業
や交流を通して様々な分野や、職種について、利用
者が置かれている社会的状況、歴史的背景などにつ
いても広く学ぶことができます。そして、寮生活の
中で他の養成所生と、事あるごとに話し合い、意見
を交わすことで、他者がどのように考えているか、
自分と他者の考え方の違いや、どのようにすれば自
分の想いをうまく伝えることができるのかというこ
とを意識して話したりと、お互いの良い部分を吸収
し合っています。そのような広い視野や関心を持ち、
多くのことに対してアンテナを張りながら、仲間と
切磋琢磨していくことで、多角的に物事をとらえる
ことができるようになり、考え方に厚みのある人間
になることができると思います。

秩父学園養成所での１年間の中で、以上のように
仲間と共に成長していきたいと思います。職員にな
った暁には、「利用者本人のため」にということを追
求し、本人の力を世に知らしめ、地域を変え、日本
を変えるそんな人間になりたいと思います。

秩父学園附属保護指導職員養成所紹介� 児童指導員科　寺澤大和

秩父学園養成所養成部に入学してから早くも５カ
月もの期間が過ぎました。

この養成所には、大学生の時に「社会福祉学」や
「心理学」など専攻して、もっと「知的障害者福祉に
ついて理論や技術を学びたい」と思って入学した人
もいれば、ボランティアなど何らかのきっかけがあ
って法学部や経営学部など「福祉」とは関係ない学
部を卒業して、「障害者福祉」を改めて学び、福祉に
携わる人間になりたいという志の高い人たちもいま
す。また、一度社会の荒波に揉まれ、サラリーマン
を経て養成所に入学した者などさまざまな経歴を持
った人たちが養成所の隣にある寮で一つ屋根の下で
共同生活しています。

養成所に入学したての４月頃は、緊張と不安の連
続でした。私自身「福祉」を全く学んだ事はなく、授

業についていく事が出来るかとても心配でした。共
同生活もなかなか最初は慣れませんでした。でも、
共同生活をしていくうちに、「自分がどうして秩父
学園に入って来たか」、「福祉に対して自分の抱いて
いる思い」そして他愛もないくだらない話など、お
酒を通して毎晩熱く語り合い、そしてすぐに打ち解
け合う事が出来ました。そして授業で分からなかっ
た部分は、授業後に今まで「福祉」を学んできた人
に教えてもらい、共に理解を深め合うようになりま
した。そこで自分の緊張や不安はなくなり、５カ月
を過ぎた今では全員がまるで「家族」のような存在
になることができ、とても楽しく生活しています。

一番印象に残った授業は「社会
福祉概論」の中で「障害を持って
いる人たちの自立」についてクラ
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害に特性があって、その人に合うだろう支援方法を
実際に支援しながら模索していく作業はとても大変
だという事を知りました。

けれども苦労して考えに考えた支援を園生が受け
入れてくれた時、そしてその支援によってミスが少
なくなった時の嬉しさは言葉では言い表せないほど
のものでした。また、支援を行っている自分たちの
相談に親身になって乗ってくださり、さまざまなア
ドバイスをくださる職員さん、そして１日の実習終
了後に支援の出来不出来について話し合いどうすれ
ばよくなるのかを一緒に考え、話し合うことの出来
た仲間の大切さを改めて感じました。総合実習は自
分が将来福祉の仕事をどのようにやって行けばいい
のか考えていく一つのきっかけになりました。

これから秩父学園以外で知的障害児・者施設で実
習を行う「園外実習」や児童相談所や福祉事務所な
どで行政の福祉の仕事を学ぶ「機関実習」がありま
す。いままでの経験を生かしてこれらに取り組んで
行き、卒業する３月まで秩父学園48期生協力して一
歩ずつ成長して行きたいと思います。そして１年後
には全員が福祉の現場で即戦力として活躍できるよ
うにこれからも養成所生一丸となって精進していき
たいです。

スのみんなでディスカッションをしたことです。
私を含め、今まで福祉以外の学部で勉強していた

人たちは「自立」とは「親の経済的の支援を受けず
にひとりで生活できる事」だと考えている人たちが
多く、障害を持っていたとしても「自分でお金を稼
げるようになり、一人で暮らせる」という事を自立
と考えている人たちが多かったのに対して、ある程
度福祉を学んできている人たちは「利用できる限り
の公的・私的サービスを利用しながら自分で生活し
ようと努力する事」自体が既に自立であるという意
見の人が多かったのです。

何を以ってして「自立」と為すか、それを全く違
った経歴を持った人たちが「自立」という一つのテ
ーマについてお互いの価値観や考え方をぶつけ合う
事で、明確な答えは出ないというのはわかっている
のですが、自分は「こう考えている」という事を共
有し合う事ができてとても為になった授業でした。

そして座学だけでなく、７月の１か月を使って知
的障害を持った人たちの能力を引き伸ばし、将来的
な「自立」に繋げられるようになるための「総合実
習」を経験しました。

「総合実習」では養成所生１人１人が担当する園
生１人の歯磨きや手洗いあるいは食事などの日常生
活を観察します。そしてその人はその中で「何が出
来て、何が出来ないか」を理解して、出来なかった
部分を支援して出来るようにする支援、またほとん
ど出来ているのだけれども、時々ミスをしてしまう
事があるのでそのミスを少なくしていくといった支
援を実際に行いました。

そこで私たちは、手洗いや歯磨きなど自分たちが
無意識のうちに出来ている事はさまざまな構成要素
で出来ていて、それを自分たちの支援によって理解

してもらう事の難しさを知りまし
た。また、１人１人持っている障
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総合南東北病院
（病院玄関）

当学院では開設以来平成23年３月までに、５つの学
科を合わせて2,016名の卒業生を送りだしています。
今回、それぞれの分野で活躍している卒業生にイン

　財団法人 脳神経疾患研究所附属 総合南東北病院
（福島県郡山市）の神経心理学研究部門を訪問して
参りました。脳神経疾患研究所は、脳疾患を対象と
され、予防、診断および治療の進歩を通じて、地域
の方々の健康と公共の福祉に貢献されている施設で
す。
　学院の言語聴覚学科は、神経心理学研究部門科長
の佐藤睦子先生をはじめとする言語聴覚士の先生方
に、毎年臨床実習でご指導を頂いております。
　今回は、郡山出身であり、臨床実習で大変お世話
になった２年生の栁沼（32期生）が２年先輩である
佐藤 伊久生さん（30期生）に、お話を伺わせて頂
きました。また、後輩へのメッセージも頂きました
ので、ご紹介致します（阿部）。

タビューを行い、業務の内容や後輩へのメッセージ
をいただきましたのでご紹介します。本号では、言
語聴覚学科と義肢装具学科について掲載します。

「卒業生訪問　先輩に突撃インタビュー」
� 学院　言語聴覚学科 教官　阿部晶子

インタビューアー　２年　栁沼朋子

Ｑ１　病院での業務についてお話を聞かせてくださ
い。

Ａ１　日々の業務は、検査をして、そこからその人
に合った訓練を考えるという流れですね。あ
とは、業務が終われば勉強です。日々新しい
手法を学んだり、自分でそれを創造していく
ことが必要です。まだまだ成長途中の業界だ
から、日々の学びは欠かせないです。

　　　　あと、ここが急性期病院ということもあっ
て、回復期病院へ転院する患者さんが多いの
で、患者さんが転院先でスムーズにリハビリ
を開始できるように、そちらへの報告書を書
くという仕事もあります。嚥下に問題のある
患者さんならば、どんな食形態であれば食べ
られるかなど、色々申し送りをする必要があ
ります。

　　　　私のいる神経心理学研究部門では、高次脳
機能障害の患者さんが非常に多いです。脳梗
塞、脳出血、脳腫瘍、変性疾患など、色々な
病気の方がいらっしゃいます。特に、脳腫瘍
の患者さんなどはデリケートな状態にある
ので、どうやって検査するか、どのような声
かけをするかなど、気を遣っています。

〔学院情報〕

学院　卒業生の活躍状況について
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Ｑ４　後輩たちへのメッセージをお願いします。
Ａ４　座学と臨床、臨床と研究の間には思った以上

の距離があります。座学で学んだことを臨
床に活かすには工夫がいります。同じよう
に研究的なことを臨床でやるのにも工夫が
必要です。臨床は、患者さんにとって無理
がなく自然な場所でなくてはいけないので。
勉強して、試行錯誤して、また勉強して、
知識と臨床と研究を結びつけなくてはいけ
ないと思っています。でもそのような努力
の先に、患者さんの回復があり、患者さん
と一緒に喜びを味わうことができます。み
なさん、ぜひ頑張ってください。

　本日は、お忙しいところお答えいただきありがと
うございました。今後とも、益々のご活躍を期待し
ております。

Ｑ２　仕事をする上で気を付けていることはありま
すか。

Ａ２　言葉づかいに一番気を遣っています。一人の
人として接することが基本だと考えています。
患者さんは自分より年長の方が多く、目上の
方です。敬意をもった言葉で接するべきだと
思っています。あと、前向きなことばかけは
するけれども、無責任な発言は避けます。例
えば「大丈夫、よくなりますよ」よりは「本
来の○○さんに近づけていきましょう」など
の声かけの方が、患者さんに対して誠実なこ
とばかけだと思います。

Ｑ３　今後、仕事について目標や挑戦したいことは
ありますか？

Ａ３　小さい目標としては、検査の延長のような訓
練をするのではなくて、自然なコミュニケ
ーションの中で訓練をすることです。STと
しては裏に色々な意図があるとしても、患
者さんにとってはあくまで自然な状況であ
ってほしいです。患者さんは、自然な状況の
中で自然にコミュニケーションをする、で
もそれが実は訓練となっている、そんな臨
床を実現したいです。そして、その訓練成績
を定量化して、研究につなげられるように
したいです。

神経心理学部門の先生方
後列（左）佐藤 伊久生さん（30期生）、（右)森 隆志さん（22
期生）
前列　臨床実習でお世話になっている言語聴覚士の方々
（左）赤坂 理恵子先生、（右)村上 沙織先生
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インタビューを終えて
今年は震災により、病院では様々な影響を受け

ているのではないかと思いましたが、科長である
佐藤睦子先生の「平常心で」という力強い指導の
下で、しっかりと活躍している卒業生の姿が印象
的でした。

（左） インタビューアー 栁沼、（右）佐藤 睦子先生

今回は当学科の卒業生である　福岡義肢製作所　
安達征樹さんにお話をうかがいました。

安達さんは平成17年３月に国リハセンター学院義
肢装具学科を卒業し、現在、埼玉県ふじみ野市にあ

る福岡義肢製作所に勤務されています。福岡義肢製
作所はふじみ野市内唯一の義肢製作所で、４名の従
業員は皆さん義肢装具士の国家資格をもっており、
義肢と装具の全般に幅広く対応しています。

「 卒業生の活躍状況について 」
� 学院　義肢装具学科教官　根岸和倫
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義足を製作している様子

Ｑ１　福岡義肢製作所での業務についてお話を聞か
せてください。

Ａ１　仕事の内容は、病院や施設に行き、患者さん
の義肢や装具を作るために採寸・採型をし、
その後、採寸・採型したモデルをもとに会社
内で義肢装具の製作をしています。

　　　　勤務当初は製作技術が未熟なこともあり、
会社内で上司や先輩方から細かく丁寧に指
導を受けながら主に仕上げを担当していま
した。また、使い込まれた義足や装具の修理
を担当する機会もあり、それらを通じて学校
では学ぶことのない臨床に直結した義肢装
具の構造や製作技術も覚えていきました。

　　　　現在では私も病院に行き、患者さんの義肢
装具を製作するために採寸・採型をして、会
社に戻って製作、そして完成品を病院で納品
するようになりました。

Ｑ２　現在の会社に就職を決めた理由は？
Ａ２　福岡義肢製作所に就職した理由は、義肢装具

士が患者さんにお渡しする義肢装具を採寸・
採型～製作～納品までの始めから終わりま
でを担当できる会社だったからです。

Ｑ３　仕事を進める上で気をつけている点を教えて
ください。

Ａ３　仕事で心がけている点は、患者さんへの応対
も義肢装具の製作も丁寧にしようと気をつ
けています。ひとりひとりの患者さんに合わ
せることには苦労しますが、ひとつひとつの
積み重ねが自分の糧になっています。

Ｑ４　当センター義肢装具学科を志望した理由は？
Ａ４　国リハセンター学院義肢装具学科を志望した

理由は、人と関わりながらモノ作りのできる
仕事に就きたいと考えていたからです。義肢
装具学科は定員10名と少人数で学ぶことが
でき、環境がとても充実しているので受験し
ました。また、寮があることや学費が安いこ
とも大きな理由でした。

Ｑ５　後輩達にメッセージをお願いします。
Ａ５　義肢装具学科の後輩たちには、長いようで短

い３年間を大事にしてほしいと思います。今、
見ているものや聞いていることがあとにな
って大きな力になります。

　　　　義肢装具士を目指す方にとって国リハセン
ター学院義肢装具学科は、集中して勉強に打
ち込める環境が整っています。国リハセンタ
ー内にあるPO棟でいろいろな経歴をもった
同期たちと充実した学院生活を送れると思
います。


